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～地域により学校により異なる格差を解消せよ～
入管法が改正され、日本語教育推進法が成立した今、長らく見過ごされてきた
「日本語指導が必要な児童生徒」の問題にも解決への兆しが見え始めています。
未整備な支援体制と地域による格差、情報不足、担い手不足、進学問題……。
課題の数々にどう立ち向かっていくか。気鋭の活動家が協力を呼び掛けます。

田中宝紀　Tanaka Iki
NPO法人 青少年自立援助センター 定住外国人支援事業部責任者
写真提供／NPO法人 青少年自立援助センター YSCグローバル・スクール

日本語指導を必要とする児童生徒

海外ルーツ の
子どもたちは今
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導
者
（
担
当
教
員
、
日

本
語
指
導
支
援
員
等
）

が
い
な
い
」（
２
４
９
１

校
）で
あ
り
、
他
に
も

「
指
導
の
た
め
の
教
室

や
時
間
の
確
保
が
困
難
」（
１
４
４
７

校
）
や
「
日
本
語
指
導
の
方
法
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
り
、
教
材
等
が
な
か
っ
た

り
す
る
」（
１
４
３
４
校
）と
の
回
答
が

目
立
ち
ま
し
た
。
日
本
語
が
分
か
ら
な

い
子
ど
も
の
増
加
に
伴
っ
て
、
教
え
る

人
も
い
な
け
れ
ば
教
え
方
も
分
か
ら
ず

に
戸
惑
う
学
校
の
姿
が
、
浮
か
び
上
が

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
複
数
回
答

可
の
設
問
に
よ
る
）。

　

メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
「
半
数
以
上
が
外
国
籍
ま
た
は

海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
児
童
」
と
い
う

学
校
で
は
、
日
本
語
学
級
が
設
置
さ
れ

た
り
、
支
援
員
が
国
語
な
ど
の
授
業
の

時
間
を
使
っ
て
別
教
室
で
日
本
語
を
教

え
る
「
取
り
出
し
」
と
呼
ば
れ
る
支
援

が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
横
浜
市

で
は
、
２
０
１
７
年
に
市
内
の
日
本
語

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
（
２
０
８
０

人
）
に
対
し
、
集
中
的
に
日
本
語
の
初

期
指
導
等
を
行
う
た
め
の
日
本
語
支
援

拠
点
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
を
開
設
し
、

手
厚
い
支
援
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
が

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
横
浜
市
の
よ
う
な
「
外
国

人
集
住
地
域
」
の
学
校
で
学
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
は
全
体
の
４
分
の
１
程
度

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
日
本
語
指
導
が
必
要

な
子
ど
も
が
在
籍
す
る
学
校
の
半
数
以

上
が
、
そ
の
学
校
に
日
本
語
が
分
か
ら

な
い
子
ど
も
が
１
人
ま
た
は
２
人
し
か

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
外
国
人
散
在
地

域
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で

は
自
治
体
単
独
で
支
援
の
た
め
の
予
算

や
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

適
切
な
支
援
が
行
い
づ
ら
い
状
況
で
す
。

結
果
、
少
な
く
な
い
数
の
子
ど
も
た
ち

が
友
だ
ち
を
つ
く
れ
ず
に
孤
立
し
た
り
、

勉
強
に
つ
い
て
い
け
ず
に
高
校
に
入
れ

な
か
っ
た
り
、
学
校
へ
行
く
こ
と
自
体

が
嫌
に
な
り
不
登
校
状
態
に
陥
る
な
ど
、

多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

の
直
面
す
る
困
難
は
「
日
本
語
」
だ
け

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
支
援

現
場
で
出
会
う
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
、

幼
少
期
や
小
学
校
低
学
年
程
度
で
来
日

し
た
子
の
中
に
は
母
語
も
日
本
語
も
年

齢
相
応
に
運
用
で
き
な
い
、「
ダ
ブ
ル

　

文
部
科
学
省
の
「
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
受
入
れ
状
況
等
に
関

す
る
調
査（
平
成
28〈
２
０
１
６
〉年
度
）」

に
よ
る
と
、
国
内
の
公
立
学
校
（
小
学

校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
高
校
、

特
別
支
援
学
校
）
に
は
「
日
本
語
指
導

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
」
が
２
０
１ 

６
年
の
時
点
で
４
万
３
９
４
７
人
在
籍

し
て
い
ま
す
。
う
ち
、
外
国
籍
の
子
ど

も
は
３
万
４
３
３
５
人
。
残
る
９
６
１ 

２
人
は
日
本
国
籍
を
持
つ
日
本
語
が
分

か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
で
、
そ
の
数
は

10
年
前
の
約
１
・７
倍
に
。
ま
た
、「
日

本
語
指
導
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
校
で
何
の
支
援
も
受
け
て
い

な
い
子
ど
も
」
の
数
が
約
４
分
の
１
に

当
た
る
１
万
４
０
０
人
い
る
こ
と
も
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
の
中
で
の「
無
支
援
状
態
」

の
理
由
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
た
の
が
、「
日
本
語
指
導
を
行
う
指

　

２
０
１
８
年
６
月
、「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
８
」（
い

わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」）
に
お
い
て
、

新
た
な
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
指
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
12
月
に

行
わ
れ
た
臨
時
国
会
で
は
、
改
正
入
管

法
を
巡
る
議
論
が
活
発
化
し
た
こ
と
で
、

日
本
社
会
に
お
け
る
「
外
国
人
」
の
存

在
感
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

と
同
時
に
、
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら

か
一
方
が
外
国
出
身
者
で
あ
る
、
海
外

に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
教
育

問
題
に
も
光
が
当
た
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
時
代
に
来
日
し
た
日
系
３
世

の
方
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と

課
題
を
知
り
、「
自
分
の
と
き
と
ま
っ

た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
た
め

息
を
つ
き
ま
し
た
。
30
年
以
上
に
わ
た

っ
て
日
本
社
会
に
横
た
わ
っ
て
き
た
課

題
が
、
よ
う
や
く
変
わ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
可
能
性
の
一
端
が
見
え
て
き

た
、
そ
ん
な
時
代
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
今
、
私
た
ち
は
立
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
が
分
か
ら
な
い
子
ど
も

10
年
間
で
１
・
７
倍
に
増
加

母
語
も
日
本
語
も
中
途
半
端

ダ
ブ
ル
リ
ミ
テ
ッ
ド
の
子
ど
も
た
ち

Part 2 日本語教育はどう変わる?　動き始めた外国人との共生社会
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す
が
、
地
域
的
な
偏
り
に
加
え
、
対
応

言
語
に
限
り
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
８
年
９
月
30
日
、
朝
日
新
聞

社
が
文
部
科
学
省
に
情
報
開
示
を
求
め
、

「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校
生
」
に

関
す
る
最
新
の
デ
ー
タ（
平
成
30〈
２
０ 

１
８
〉年
度
版
、
未
公
開
）
を
基
に
そ

の
衝
撃
的
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校
生
の

中
途
退
学
率
は
９
・
61
％
に
上
り
、
日

本
語
指
導
が
必
要
な
い
一
般
生
徒
の
中

退
率
（
１
・
27
％
）
に
比
べ
て
約
７
倍

も
の
高
さ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
す
。
進
学
も
就
職
も
し
な
い
「
進
路

未
決
定
」
で
卒
業
す
る
生
徒
の
割
合
も

高
く
、
一
般
生
徒
と
３
倍
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
大
学
な
ど
へ
の
進

学
や
非
正
規
雇
用
の
職
に
就
く
割
合
な

ど
で
も
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校

生
が
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
、
初

め
て
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
の
高
校
進
学
率
自
体
が
低

く
（
推
定
約
70
％
）、
学
習
支
援
を
行

う
団
体
な
ど
で
は
「
ま
ず
は
高
校
に
進

リ
ミ
テ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
の
子

ど
も
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
母
語
を
完
全
に
喪
失
し
日
本

語
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
も
の
の
、
そ

の
日
本
語
の
力
も
小
学
校
低
学
年
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
「
シ
ン
グ
ル
リ
ミ

テ
ッ
ド
」
と
呼
べ
る
状
況
に
陥
る
子
も

い
ま
す
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
多

く
が
自
ら
を
十
分
に
表
現
す
る
言
葉
を

持
た
ず
、
特
に
抽
象
的
概
念
の
獲
得
に

困
難
を
抱
え
ま
す
。
学
習
内
容
が
難
し

く
な
る
小
学
校
高
学
年
以
降
は
勉
強
に

つ
い
て
い
け
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
語
が
あ
ま
り
得

意
で
な
い
外
国
人
保
護
者
と
「
深
い
」

会
話
が
で
き
ず
、
思
春
期
に
入
っ
て
感

じ
る
悩
み
や
不
安
を
処
理
し
切
れ
な
か

っ
た
り
、
自
信
を
失
っ
て
自
暴
自
棄
に

陥
っ
た
り
な
ど
、
精
神
的
に
も
苦
し
い

状
況
を
経
験
す
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
難
し
さ
は
、
言
語
発
達
の

重
要
な
時
期
に
複
数
言
語
環
境
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
適
切
で
な
い
支

援
や
環
境
が
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
子
の

心
身
の
健
全
な
発
達
を
阻
害
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
は
母
語
に
よ
る

支
援
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校
生

中
退
率
は
通
常
の
約
７
倍
に
も

出典：文部科学省「『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（平成 28年度）』の結果について」より筆者作成
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学
さ
せ
る
こ
と
」
が
長
年
の
ゴ
ー
ル
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
高
校

進
学
後
の
支
援
は
手
薄
と
な
り
、
中
退

率
が
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
共
有
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
実
態
把
握
や
、

具
体
的
な
支
援
に
つ
な
が
る
動
き
は
、

ご
く
一
部
の
団
体
に
よ
る
先
駆
的
な
取

り
組
み
に
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
（
日
本
語
母
語
話
者
）
の
場

合
で
あ
れ
ば
、
若
者
自
立
支
援
団
体
な

ど
が
厚
生
労
働
省
や
自
治
体
な
ど
か
ら

補
助
金
を
得
て
開
設
す
る
支
援
の
場
が
、

高
校
中
退
者
や
進
路
未
決
定
卒
業
者
、

ニ
ー
ト
状
態
の
若
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
・
若
者

の
場
合
は
、
言
葉
の
壁
な
ど
か
ら
、
こ

う
し
た
支
援
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
に
日
本
人

を
対
象
と
し
た
若
者
支
援
団
体
に
は
日

本
語
を
母
語
と
し
な
い
若
者
を
支
援
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、
対
応
が
難
し
い

と
い
っ
た
現
実
も
あ
り
ま
す
。

　

海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
若

者
は
、
不
就
学
や
不
登
校
、
高
校
中
退

や
進
路
未
決
定
な
ど
の
理
由
で
教
育
と

就
労
の
レ
ー
ル
か
ら
そ
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
機
能
す
る

は
ず
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
機
能

せ
ず
、
あ
る
い
は
存
在
せ
ず
、
何
重
に

も
困
難
を
抱
え
や
す
い
状
況
で
す
。
学

校
内
で
の
支
援
機
会
の
拡
充
は
も
ち
ろ

ん
、
教
育
と
就
労
の
間
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
な
ど
、
レ
ー
ル
か
ら
落
ち
な

い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
万
が

一
の
場
合
で
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
、
社
会
全
体

で
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

２
０
１
７
年
の
時
点
で
、
国
内
で
活

動
す
る
日
本
語
教
師
は
３
万
９
５
８
８

人
。
そ
の
う
ち
、
常
勤
ま
た
は
非
常
勤

職
員
と
し
て
給
与
を
受
け
取
り
な
が
ら

教
え
る
人
は
42
・８
％
で
、
残
る
57
・
２

％
は
そ
の
多
く
が
無
償
で
働
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
っ
て
い
ま
す
（
文
化
庁

「
平
成
29
年
度 

国
内
の
日
本
語
教
育
の

概
要
」
よ
り
）。
こ
の
割
合
は
日
本
語

学
校
や
大
学
で
勤
務
す
る
日
本
語
教
師

を
含
む
全
体
の
数
字
で
あ
り
、
活
動
先

を
「
教
育
委
員
会
」
に
限
定
す
れ
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
は
約
７
割
に
上
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
生
活
者
を

対
象
と
し
た
地
域
日
本
語
教
育
の
分
野

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
は
同
様
に
高
く
、

日
本
語
教
育
は
ま
さ
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

外国人支援（日本語教育＋合理的配慮）×既存の社会資源

出典：筆者作成

外国人が活用できる
社会資源の拡大

既存の公的・
民間支援・
サービス

外国人支援
スキル

例）無料学習支援
学習塾、予備校
子ども食堂など
フードバンクなど
就労支援
障害者支援

外国人との
ネットワーク
日本語教育
広報文書翻訳
やさしい日本語
文化・宗教的配慮

進
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化

「
頼
み
の
綱
」
に
も
限
界
が

Part 2 日本語教育はどう変わる?　動き始めた外国人との共生社会
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80

の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
日
本
語
教

育
推
進
法
に
よ
っ
て
、
海
外
ル
ー
ツ
の

子
ど
も
を
含
む
外
国
人
等
へ
の
日
本
語

教
育
が
国
や
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
て
も
、
無
尽
蔵
に
予
算

や
人
員
を
割
く
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま

た
、
外
国
人
散
在
地
域
を
含
め
た
、
全

て
の
自
治
体
で
支
援
機
会
に
格
差
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
た
め

に
は
、「
専
門
家
を
配
置
す
る
」
以
外

の
工
夫
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
は
地
域
間
格
差

の
是
正
に
つ
な
が
る
解
決
策
の
一
つ
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
離

れ
た
場
所
に
い
る
日
本
語
教
育
な
ど
の

専
門
家
と
散
在
地
域
で
暮
ら
す
海
外
ル

ー
ツ
の
子
ど
も
と
を
つ
な
げ
、
双
方
向

に
会
話
を
し
な
が
ら
授
業
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
既
存
の
社
会
的

資
源
（
公
的
支
援
機
関
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
食
堂
や
民
間
学
習
塾
な
ど
）
に

海
外
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
へ
の
対
応
方
法

や
合
理
的
配
慮
（
文
化
・
宗
教
へ
の
配

慮
、
や
さ
し
い
日
本
語
な
ど
言
語
障
壁

ア
頼
み
」
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
特
に
地
方
で
子
ど
も
た

ち
の
支
援
を
担
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
自
身
が
高
齢
化
し
、
活
動
規
模
を
縮

小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
活
動
自

体
を
休
止
す
る
事
例
も
出
始
め
て
い
ま

す
。
地
域
の
若
者
が
減
少
し
、
さ
ら
に

共
働
き
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
画

す
る
余
裕
が
な
い
若
い
世
代
が
多
い
中

で
、
世
代
交
代
が
進
ま
な
い
こ
と
が
要

因
で
す
。
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

に
頼
っ
て
支
援
体
制
を
構
築
す
る
の
で

あ
れ
ば
、「
支
援
を
す
る
人
が
い
な
い
」

問
題
に
、
早
晩
多
く
の
地
域
が
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

前
述
の
と
お
り
、
海
外
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
が
適
切
な
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
、
心
身
の
健
全
な
発

達
が
阻
害
さ
れ
た
り
、
教
育
機
会
か
ら

分
断
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
の
子
ど

も
の
人
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
影
響
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
重

責
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
外
の
学
校

の
先
生
の
み
に
背
負
わ
せ
る
こ
と
は
、

誰
に
と
っ
て
も
良
い
結
果
を
も
た
ら
し

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
来
日
直
後
や

生
活
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
の
日
本
語

教
育
は
、
核
と
な
る
専
門
性
を
持
っ
た

人
材
が
中
心
と
な
っ
て
支
援
す
る
体
制

出典：筆者作成

海外ルーツの子どもたちを巡る支援の現状

NPOなどによる支援はまだ手薄

地域若者サポートステーションなど、公的または民間の「自立就労支援」

＊在留資格（家族滞在者、日本国籍保有者など）で利用できないものも　＊「就労意欲がない者」が参加しづらい

ハローワーク／外国人就労・定着支援研修／外国人雇用サービスセンターなど

夜間中学

15歳 18歳

進学　42%

非正規就職　40%

高校
学校ごとに対応にバラツキ

今後、体制整備

高校進学率推計70％?

既卒
（学齢
超過者）

進路
未決定者

中退
9.6%

進路
未決定　
18%

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

限
ら
れ
た
資
源
の
工
夫
と
活
用
を



＊「日本人」を念頭に置いた事業は日本語の壁が存在
　（支援の情報が届かない／支援者自身がどう対応してよいか分からない）

＊多くが無給のボランティアが担う。週 1回程度で量的に不足
＊ ボランティアの活動がない地域や豪雪地帯などでアクセスが限られる地域も
少なくない（不就学・不登校・既卒の子どもの受け皿になりづらい）
＊ボランティア自身の「高齢化」が問題に（継承者不足）
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へ
の
配
慮
等
）
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
、
日
本
語
以
外
の
課
題
を
抱
え
た
場

合
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
支

援
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
よ
う
や
く
立
つ
こ

と
の
で
き
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
前
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
の
よ
う
に

積
み
上
が
り
、
先
を
見
通
す
こ
と
も
困

難
で
す
。
一
方
で
、
必
要
な
法
整
備
が

始
ま
り
、
今
後
は
よ
り
詳
し
い
実
態
調

査
も
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
国
の
施
策

や
予
算
は
少
な
く
と
も
当
面
は
拡
充
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
海
外
ル
ー
ツ
の

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
は
解
決

に
向
け
て
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
道
の
り
は
長
く
、
ま
だ
多
く
の

時
間
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
し
か
し

そ
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
体
制
整
備
の

動
き
を
加
速
さ
せ
、
地
域
と
海
外
ル
ー

ツ
の
子
ど
も
た
ち
と
を
つ
な
ぎ
、
そ
の

健
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で
支
え
る

た
め
の
下
地
を
つ
く
る
最
前
線
に
立
ち

得
る
の
は
、
日
本
語
教
育
や
多
文
化
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
専
門
性
を
持
つ
人
々

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本

社
会
の
中
で
安
心
し
て
学
び
、
自
ら
の

ル
ー
ツ
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
可
能
性

を
花
開
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
今
、

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「日本語ができるようになってから来
てください、と学校から言われ、ここを頼
って来る外国籍の親子がいます」
　こおりやま日本語教室代表の三田眞理
子さんはそう話す。日本語支援が受けら
れる学校がなく、友だちと遊べる居場所
もない。ようやく見つけた民間の日本語
教室は、車で 1 時間もかかるほど離れて
いる。それが定住外国人の少ない、いわ
ゆる散在地域の実状だ。もちろん学校に
も事情はあり、予算がなく、教員の加配が
なく、指導経験のある教員がいても、その
ノウハウは蓄積されにくい。
　三田さんは25年前、学校にも地域にも
溶け込めずストレスで体を壊した外国人
親子の姿に心を痛め、ボランティアで国
際交流と日本語支援の活動を始めた。現
在は市教育委員会による会場提供の協力
も得て、子どもの居場所づくりを兼ねた
日本語教室を開催。県の教育委員会や国
際交流協会、各地の民間団体とも連携し、
多文化キッズキャンプや果実収穫などの
体験活動、ボランティア研修会を展開する。
福島県が設ける外国籍生徒のための高校
入試特別枠制度をもっと生かしてもらう
ため、中学生の親子や教員向けの進学ガ
イドブックも自主作成し、公開している。
　「数が少なく、規模が小さい散在地域だ
からこそ、自治体や民間同士で手を結び、
協力し合える関係づくりが大切です」
　地域によってまったく異なる支援の実
態を可視化し、共有することで連携の輪
を広げたい。三田さんの願いは尽きない。

Close Up
地域日本語教室の取り組み

こおりやま日本語教室
「連携」で実を結ぶ
散在地域の子ども支援

子ども食堂、児童館など、公的または民間の「子ども支援」

ボランティア・NPOなどによる支援

6歳 12歳

「日本語指導が必要な児童生徒」4万4000人のうち
１万人が学校で何の支援も受けていない

＊国際学級・取り出し・入り込み・通訳支援
→自治体の温度差／支援の質と量に地域間格差

教育と就労の外側にいる場合のセーフティーネットが脆弱

小学校・中学校

不登校
（不明）

不就学
8000人

多文化キッズキャンプにて
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